
別表                                ２０１９年 ４ 月 １ 日 

各種健診及び検査費用料金一覧 
職員健診マニュアルに基づいて実施される、健診及び検査費用は、自己負担と規定するものを除

き、全て当該職員が所属する事業所の負担とする。事業所振替には次の金額を使用すること。 

 

１．定期健診関連 

【検査区分】         ・・・ ９，３００円 

 

２．協会けんぽ健診関連 

 ○健保本人 

【一般健診（３５歳以上７４歳以下健保本人）】 
職員の自己負担金上限７，０３８円は、事業所負担とする。 

    【子宮頸がん検診〔単独健診〕（２０歳以上３８歳以下の偶数年齢の女性健保本人）】 

      自己負担金 上限１，０２０円 

 

    ＜一般健診に追加して受診する健診＞ 

【付加健診（一般健診を受診する４０歳、５０歳健保本人）】 

職員の自己負担金上限４，７１４円は、事業所負担とする。 

    【乳がん検診（一般健診を受診する４０歳以上７４歳以下の偶数年齢の女性健保本人）】 

      自己負担金 ５０歳以上：上限１，０６６円、４０歳～４８歳：上限１，６５５円 

    【子宮頸がん検診（一般健診を受診する３６歳以上７４歳以下の偶数年齢の女性健保本人）】 

      自己負担金 上限１，０２０円 

    【肝炎ウィルス検査（一般健診と同時受診 ※過去にＣ型検査をうけたことのない健保本人）】 

      自己負担金 上限６１２円 

 

 ○健保家族 

    【特定健診（４０歳以上７４歳以下健保家族）】 

      自己負担金 ５００円 

 

いずれも健診費用は、協会けんぽより給付される。 

 

３．採用時健診関連 

    採用時健診費用 ・・・ 一般職員 １１，７００円  

 

４．特殊健康診断関連   

○ ＶＤＴ健診費用                 ・・・ ６，３００円 

○ 電離放射線健診：白血球分類            ・・・   ３５０円 

○ 有機溶剤中毒予防健診：尿中メチル馬尿酸定量検査 ・・・ １，５００円 

 

５．Ｂ型・Ｃ型肝炎検査関連 

○ ＨＢｓ抗体検査     ・・・ １，５００円 

○ ＨＣＶ抗体検査     ・・・ １，５００円 


